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プログラム名　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
６、海藻でおしばをつくってみよう
学習指導要領との関連　　　　　　　　　　　海藻おしば見本
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　：「くじゃく」　作　神田小　松田日那
	小学校
図画工作
	１・２年
	A　表現
（1）材料を基に造形遊びをする活動を通して，次の事項を指導する。
ア 身近な自然物や人工の材料の形や色などを基に思い付いてつくること。


小学校教科書関連単元　＊参考：日本文教出版
	小学校図画工作
	１・２年下
	見つけたよ　いいかんじ


指導計画一例　＊参考：日本文教出版
　　　　　　　　　　　　　　　配当時間：２～４時間　本時：１，２時/２～４時間

	配当時間
	主な学習内容
	
	評価規準

	2～4
本時
	・材料を触ったり並べたりしながら、使いたい材料を選ぶ。
・思い描いた形になるように、切ったり、ちぎったり、組み合わせたりしながら表す。

・画用紙に貼りながら、表したい内容をクレヨン・パスや絵の具などでかき加える。

・できた作品に題名を付けたり、見せ合ったりしながらお互いの工夫したことやよさを話し合う。

（本プログラムの活用）
	
	【関】

・材料の形や色に関心をもち、思いのままに表すことを楽しもうとしている。

【想】

・材料の形や色の感じから表したいことを思いついている。

【技】

・材料を組み合わせたりつなげたりしながら、表し方を工夫している。
【鑑】

・自分や友人の作品を見て、材料の形や色を生かしたよさや表し方の面白さに気付いている。


プログラムのねらい
〇いろいろな海藻（海の生物の多様性）を材料にしておしばをつくる。
プログラムの内容
浜に打ち上げられた海藻（海藻はあらかじめ採集しておく必要がある。）、または、食用に販売されているワカメ（刻んでいない棒状の物か塩蔵品）、コンブ（同左）、乾燥海藻（サラダ）、アオノリ原藻、フノリ、トサカノリ、ヒジキなどを使っておしばをつくる。適切な処理（塩抜き等）をした海藻をちぎったり、組み合わせたりしながら新聞紙やダンボール紙を使用して押し、写真フレームなどに挟んで自分だけのおしばを作る。ラミネートして、しおりなどを作ることもできる。
おすすめポイント
海藻は、色もさまざまで見た目も綺麗であり、興味・関心が高まる素材である。また、自分だけのオリジナル作品ができるので、教室に掲示してお互いに楽しむことができる。
関係機関の活用
〇海藻おしば協会
http://kaisou048.jp/
〇乾燥海藻：スーパーマーケット等で購入　（￥１５０～販売している）

学習指導案
海藻でおしばをつくってみよう　
小学校１・２年　図画工作　「A　表現」
プログラムの位置づけと活用方法

単元の中での活用
小学校１・２年　図画工作　A表現　

（1）材料を基に造形遊びをする活動を通して，次の事項を指導する。

ア 身近な自然物や人工の材料の形や色などを基に思い付いてつくることで活用
学習指導要領のねらい
身の回りの作品などから，面白さや楽しさを感じ取るようにする。
使用材料・用具　　　　
１）バット　
２）海藻　参照：http://kaisou048.jp/ 
３）台紙（使用済みハガキなど厚手の用紙）
４）新聞紙
５）布（古着を切ったものなど。ワイシャツなどのテトロン混紡が望ましい）
６）ダンボール紙
７）扇風機（無くても可）

８）重石（図鑑などで代用可）
９）液体のり
１０）クレヨン・パスや絵の具など
＊１）は実際に採集することが望ましいが、無理な場合は自宅から持参させる。（色や形、自分の好みの海藻を持参させる）スーパーマーケットなどで比較的簡単に入手できる。

授業の展開
小学校１・２年　図画工作　A　表現

（１）ア「身近な自然物や人工の材料の形や色などを基に思い付いてつくること」
本時２時間扱い　　
	時
間
	主な学習活動
	学習支援（●）と評価（○）
	備考（使用材料・用具等）

	１
時
間
	・２～３種類の海藻を選ぶ。
・台紙に色や形を考えながらちぎったり、組み合わせたりしてなら
べる。

・海藻を組み合わせてのせた台紙の上に布をかぶせ、新聞紙やダンボール紙ではさむ。
	＊詳しいおしばの作り方は、下記の海藻おしば協会ホームページを参照

http://kaisou048.jp/
＊以下の要領で材料の事前準備をしておく。

・乾燥海藻など購入してきたものを使用する場合は、あらかじめ水に浸しておく。授業の直前に水をよく切ってバットなどに入れておく。

・実際に採集してきたものは、１０分ほど水道水に浸して塩抜きをしたあと、よく洗ってから水に浸しておく。授業の直前に水をよく切ってバットなどに入れておく。

●見本を見せながら自由に自分が表現したいものをつくるように助言する。
〇材料の形や色の感じから表したいことを思いついている。【想】

●材料が重なったりしていないか確認する。

●布をかぶせているか確認する。

・台紙を回収して重ねて置き、おもりをのせて押す。
	・バット

・海藻（塩抜きなどの処理をしたもの）

・台紙

・新聞紙
・布

・ダンボール紙

・扇風機（無くても可）

・重石（図鑑などで代用可）

	２時間
	・海藻をていねいにはがして、形や色の組み合わせを考えながら台紙にのりづけする。

・クレヨン・パスや絵の具で仕上げる。
	●海藻だけでなく、クレヨン・パスや絵の具も使ってみることを促す。
〇材料を組み合わせたりつなげたりしながら、表し方を工夫している。【技】


	・液体のり

・クレヨン・パスや絵の具


プログラム活用の工夫
小学校１・２年　図画工作で活用することを想定している。海藻については事前準備をしておく。また、自分たちで採集することが望ましいが、各自で押してみたい色や形の海藻を持ってくるようにすることも有効である。時間に余裕をもっておけば比較的簡単に手に入る。（海藻サラダや刺身のツマなどにも入っているし、学校で乾燥海藻を一括購入するという方法もある）海藻は傷みやすいので、採集後、または、購入後、１週間を目安に使用する。１週間以上保存するときは、密閉（チャック付きビニール袋などに入れて）して冷凍しておく。

資料１
海藻おしば見本①
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資料２

藻おしば見本②　　：「くじゃく」　作　神田小　松田日那

